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一般質問は、３月２日（木）に順位１～５を、３日（金）に

順位６～１０を行う予定です。 

 

 

順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

１ ７番 

山崎 泰昌 

１ 水産業活性

化の施策につ

いて 

(1) 磯根資源の増加を考え、増殖場設置を

実施するなど、町の努力は認めるし、今

後の支援策にも期待している。以前に質

問した時には、実施可能な事業を精査す

ると回答があった。何件の事業を精査し

ているのか。また、精査が終了している

のであれば、その内容を示せ。 

(２) 「気象状況に影響されにくい新たな養

殖手法」とは何をどのように想定してい

るのか。 

(3) 今年度はウニやアワビ、ナマコの水揚

げが前年度より好調であった。漁業者個

人の収入増は町の活性化につながってお

り、行政の支援も成果を上げたと認識し

ている。５年度も種苗放流事業への全額

補助を行うとあり、さらなる成果を期待

している。新たな支援策として「浜の活

力支援事業」を計画しているが、その内

容は。 

(4) 「作業保管施設衛生管理強化改修支援

事業」を行うとあるが、支援の範囲と内

容は。 

令和５年第１回山田町議会定例会 

一般質問通告の要旨 
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順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

１ ７番 

山崎 泰昌 

２ 経済活性化

への体制づく

りについて 

(1) 本町において、観光事業は交流人口の

増加を図り経済活動に直結すると考える

ので質問する。町内にある観光地や観光

資源の活用方針は回答を受けており、

個々の活用方針は理解しているが、今現

在、交流人口の拡大につながっているか。 

(2) 新・道の駅の完成も近づいているが、

町内経済活性化を図るための「逆ストロ

ー効果」を行う具体的な施策は示さない

のか。 

(3) 以前から、船越半島が大きな観光拠点

になると考え質問してきたし、町も同じ

認識だと考えているが、町の大規模事業

の新・道の駅の開業と既存の道の駅の改

修に合わせて観光地の整備や改修も進め

なければならないのでは。 

(4) 「特産品送料無料キャンペーン事業」

は今年度も好評だった。相乗効果を図る

手法の一つとして、「ふるさと特産品」

の種類を増やす取り組みを行うようであ

るが、どのような手法を取るのか。 

３ 教育現場の

現状について 

町の方針として、「安心して学校生活を

送ることができるようにする」とのことだ

が、マスコミでは不登校や教職員のオーバ

ーワーク、授業の妨げになる行動、行為が

報道されているが、本町の実態はどうか。 

２ １番 

昆 清 

１ 介護の人材

確保、育成、新

規事業計画に

ついて 

(1) 特別養護老人ホームの入所定員が減

少した原因は人材確保できなかったこと

が原因なのか。今後育成が成功したり、

人材の採用があった場合には、定員が増

える可能性はあるのか。  

(2) 第９期介護保険事業計画にも関わっ

てくると思うが、介護人材の確保や育成

がうまくいっていない状況であれば、新

たな入所施設の開設を計画することは既

存のサービス事業所に影響を及ぼすので

はないか。 
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順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

２ １番 

昆 清 

２ 斎場の整備

について 

 新しい道の駅が７月にオープンする。そ

れに伴い観光客が多く訪れると思うが、イ

ンターチェンジから降りるとすぐ斎場が

目にとまり環境的にいかがなものかと考

える。そこで、樹木等の植栽で目隠しでき

ないものか伺う。 

３ 道路の整備

について 

 各地区の町道を見て回り気づいたこと

がある。道路の段差が大きいと見られる場

所があるが、当局は把握しているのか伺

う。道路の段差が多くあるために、オート

バイでの走行が大変とのことであるが、対

応等の考えはないか。 

４ 放課後児童

クラブの施設

開放について 

 厚生労働省は放課後児童クラブなどに

使われる施設を中高生にも開放する方針

を固めたとのことであるが、当局の考えを

伺う。 

５ 児童生徒の

用具購入費の

負担について 

 例えば、１年生にはハーモニカ、リコー

ダー等、３年生には、すずりや毛筆、５年

生には彫刻刀等のセットなど、ほとんどの

用具は小学校６年間のうち２、３年程度し

か使用しないとのことであり、大半が使わ

れず不用品になるとのことである。保護者

からは、「学校が購入し学校の備品とし、

保護者から利用料を取るなどの検討はで

きないものか。そうすることで保護者負担

が減るだけでなく子供が物を大事にする

のではないか。」との意見があるが、当局

の見解を伺う。 

３ 12番 

坂本 正 

１ 少子化対策

について 

 児童手当拡充や学童保育、産後のケア、

仕事と育児の両立などの支援策をどう考

えているのか。子供は日本の宝と昔から言

われており、山田町でも同様だと思うが、

支援策を詳しく示せ。 

２ 船越公園周

辺の活用につ

いて 

 船越公園、浦の浜海水浴場、カキ小屋な

どの施設など、一体的に活用する魅力的な 

（次のページへ） 
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順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

３ 12番 

坂本 正 

２ 船越公園周

辺の活用につ

いて 

（つづき） 

観光ができる場、レクリエーションの拠点

として、町内外から観光客の誘致を図り、

また、以前から質問しているとおりパーク

ゴルフ場や雨風を防ぐ大型施設などを整

備してほしいが今後の見通しについて示

せ。 

３ 学校給食に

ついて 

 令和４年第１回定例会でも質問したが、

学校給食を小中全ての給食費を完全無償

化にする考えはないか、町の見解を伺う。 

４ ５番 

菊地 光明 

１ 豊間根地区

の振興につい

て 

(1) 令和４年９月の定例会においても指

摘しておいたが、山田北インター完成に

向けて新しい豊間根地区の街づくりの方

向性について、集会施設をはじめ下水道

整備など各種施設の取り扱い等考えられ

る全てについて詳しく述べよ。 

(2) ９月議会の答弁では、令和４年度と５

年度に事業スキームの検討を進めるとあ

ったが、事業スキームの担当課はどの課

か。 

(3) どこまで検討が進んでいるか、詳しく

述べよ。 

２ まちなか振

興について 

新・道の駅についても完成間近になって

いる。その間交流人口についても質問して

きたが、交流人口を増加させるためにどの

ような事業を行うのか、詳しく述べよ。 

３ 東日本大震

災及び台風被

害について 

このことについて、災害復旧工事は終わ

ったのか、それとも残した事業はあるの

か、ある場合今後の予定について詳しく示

せ。担当課についても述べよ。 

４ 人口減少対

策について 

(1) 人口減少対策については、都度質問し

てきたが、今回は別の面から質問する。

本町における指定管理している事業はい

くつあるのか事業ごとに示せ。また、業

者から提出された事業計画では、給料が

いくらになっているか。役場職員と比べ

どの程度違うのか事業ごとに詳しく示

せ。         （次のページへ） 
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順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

４ ５番 

菊地 光明 

４ 人口減少対

策について 

（つづき） 

(２) 令和４年の出生者数は何人か地区ご

とに示せ。令和５年についても示せ。今

後の出生対策はどうか、詳しく示せ。 

５ 施政方針に

ついて 

(1) 現在の道の駅について、再登録に向け

て関係機関と協議を進めるとあるが、ど

のように進めるのか詳しく述べよ。 

(２) 商工業の振興について、「特産品送料

無料キャンペーン事業」を実施するとあ

るが、現在までの結果はどうなっている

のか詳しく示せ。 

(３) 水産業について、ナマコ種苗の放流効

果を検証するとあるが、これまでの放流

効果の検証結果を詳しく述べよ。 

６ 山田町教育

行政に関する

所信について 

 鯨と海の科学館改修工事を実施するよ

うだが、どこをどのように改修するのか詳

しく示せ。 

５ ９番 

木村 洋子 

１ 小学校の統

合について 

(1) ２月10日の議会全員協議会において、

船越小学校の山田小学校への統合につい

て説明を受けた。統合を進めていくとの

ことだが、ＰＴＡによる保護者アンケー

トの結果がたたき台になっていると受け

止めた。以前より、地域住民の声も広く

聞くよう要望していたが、保護者64世帯

のみのアンケートでは、住民の声が十分

に反映されていないと感じる。なぜ、保

護者のみのアンケートになったか。 

(２)  小学校は地域のコミュニティの核と

なる場所であり、船小がなくなってしま

えば、活気がなくなり地域が衰退してし

まうことにつながると考える。とりわけ、

船小は、東日本大震災による大津波で校

舎は被災したが、一人の犠牲者も出さな

かった奇跡のような存在である。高台に 

（次のページへ） 
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順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

５ ９番 

木村 洋子 

１ 小学校の統

合について 

（つづき） 

建つ新しい校舎は、県内で一番最初に建

設され、復興の象徴とも言える。その校

舎で、船越の子どもたちは安心して学校

生活を送っている。１回目の船小の統合

問題の時は、船小の体育館で保護者を含

む多くの住民が参加し、熱のこもった話

し合いとなり、統合はしないとの結論に

至った。再び、統合問題が浮上している

現在、コロナ禍も落ち着いてきているの

で、説明会等を開き、広く住民の声を聞

くべきではないか。 

(3) このような地域にとって重要な問題

は拙速に進めるべきではないし、このま

ま、統合に突き進んでは禍根を残すこと

になるのではないか。当局の考えを問

う。 

２ 結婚支援と

子育て支援に

ついて 

「妊産婦健診や出産にかかる通院費の

うち、タクシー代の一部を助成することに

より、通院における妊産婦の安全を確保す

るとともに経済的負担の軽減を図る。」と

ある。本町では、町内に分娩施設がないた

め、宮古などの遠方へ健診、分娩等に通わ

なければならないことから、タクシー代助

成は以前より要望していたところである

が、詳しい内容を問う。 

３ 交通網につ

いて 

『路線バス等の公共交通については、よ

り利便性の高い公共交通の構築に向け、新

たなマスタープランとなる「山田町地域公

共交通計画」の策定を進める。』とある。

豊間根地区においては、コミュニティバス

に替わりデマンドタクシーが導入される

予定の８地区を対象として懇談会が開催

された。デマンドタクシーの導入は了承さ

れたようだが、その他の意見として多くの 

（次のページへ） 
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順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

５ ９番 

木村 洋子 

３ 交通網につ

いて 

（つづき） 

地区から宮古の病院までデマンドタクシ

ーを通してほしいとの住民の声があった。

通常のタクシー利用では、タクシー代が高

額になるため、高齢者や障害者にとっては

切実な要望である。町としてどのように対

応していくのかを問う。 

４ 物価高騰対

策について 

 電気料金の高騰が住民生活に影響を及

ぼしている。自営業者においては、高い電

気料金が経営を圧迫している。また、各家

庭では、電気料金を節約するあまり、暖房

を控え体調を崩しかねない状況がある。住

民生活の不安を軽減するよう電気料金の

軽減策を打ち出すべきではないか。 

５ 建物の耐震

化について 

(1) トルコ、シリアで発生した大地震は、

建築物の耐震強度不足等で被害が拡大し

、多くの住民が崩落した建物の下敷きと

なり死傷者が増え続けている。本町にお

いて公共施設や個人の家屋等の耐震化は

どこまで進んでいるのか。 

( 2 ) 東日本大震災で大地震を経験した町

として、耐震化をどのように促進しよう

としているのかを問う。 

６ ８番 

佐藤 克典 

１ 山田北イン

ターについて 

山田町民、特にも豊間根地区住民、豊間

根地区で働いている宮古市民の悲願であ

った「山田北インター」のフル化について

は、昨年、国直轄事業として採択された。

このことは大変喜ばしく、採択に向け鋭意

努力された町長をはじめ、職員の皆様には

感謝を申し上げたい。 

山田北インターのフル化に伴い、移動時

間の短縮による物流への好影響により周

辺地域への新たな企業の進出等、産業の活

性化、また救急医療を担う県立宮古病院へ

の所要時間の大幅な短縮と地区住民に 

（次のページへ） 
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順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

６ ８番 

佐藤 克典 

１ 山田北イン

ターについて 

（つづき） 

とって、真に命を守る道路と成り得るもの

と思う。 

今後、国直轄事業とはいえ、町も協力し

て事業を遂行していくと思うが、町として

はいつ頃を目途に工事着手、完成を望んで

いるのか伺う。 

２ 子育て支援

について 

安心して出産を迎え子育てができるよ

う「出産・子育て応援事業」により、妊婦・

子育て家庭に寄り添った伴走型相談支援

と給付金による経済的支援を一体的に実

施し、また妊産婦健診や出産にかかる通院

費のうち、タクシー代の一部を助成するこ

とにより、通院における妊産婦の安全の確

保と経済的負担の軽減を図るとのことだ

が、助成の割合は、また上限額はあるのか

伺う。 

３ 移住定住に

ついて 

(1) 移住定住については、町内での就業を

条件とした「奨学金返還金支援事業」や

移住者の住宅リフォーム経費の助成や移

住お試し住宅による移住体験機会の提供

を行うとのことだが、現在までどれくら

いの利用があったのか伺う。また何世帯・

何人の移住者があったのか併せて伺う。 

( 2 ) 移住定住には「地域おこし協力隊」の

関わりも必要と思うが、協力隊はどのよ

うな事業に取り組んでいるのか、その活

動内容について伺う。 

４ 農業の振興

について 

田名部地区ほ場整備事業の導入に向け、

事業主体である県と連携し計画調査に取

り組んでいくとのことだが、現時点での進

捗状況はどうなっているのか伺う。また、

工事の着手と完成の目標年次について併

せて伺う。 
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順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

６ ８番 

佐藤 克典 

５ 観光の振興

について 

より多くの観光客誘致と交流人口の拡

大を図るため、船越家族旅行村における施

設整備を実施し、観光拠点としての魅力や

機能の向上に努めるとのことだが施設整

備の内容について伺う。 

６ 行財政運営

について 

 行政事務の効率化を図るため、「(仮称)

業務改革推進室」を設置し、業務改革と改

善、デジタル化を推進するとのことだが、

担当する課および業務の内容について伺

う。 

７ ４番 

豊間根 信 

１ 農林漁業振

興の現状と課

題について 

今日まで各種施策を展開し、農林水産業

振興に取り組んでこられたことは町民の

皆さんへの大きな力となったことと思う。

しかし、取り巻く環境は依然として厳しい

状況であり、人材育成等をはじめとして、

さらに目前の具体的施策と中長期的施策

への総合的な取り組みが求められている。

農林漁業それぞれの分野についての課題

と今後の具体的施策の取り組みについて

問う。 

２ 荒川地区の

養 鶏 場 の 煙

害・悪臭への

対応について 

開業当初より煙害や強烈な悪臭により

地域の方々が外にも出られないような状

況である。その現状に地域住民が声を上げ

た要望活動において、軽減装置設置等の対

応により改善されてきたはずであるが、依

然として悪臭に悩まされ続けている現状

について町の見解・対応について問う。 

３ 小中学校教

育の現状と課

題について 

山田小学校新校舎建設工事が着々と進

みはじめ、より素晴らしい教育環境への向

上が期待される。また、中学校との連携を

はじめとした先進的・効果的な教育体制構

築等にも期待している。 

そこで伺う。山田中学校の学校運営状況

について様々な声、話を聞くが、山田中学

校の管理運営の現状・課題について問う。 
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順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

８ ６番 

黒沢 一成 

１ 豊間根地区

の集会施設に

ついて 

豊間根地区は津波の心配はないが、大雨に

よる洪水の心配がある。新たな集会施設は

垂直避難を想定した設計となるのか。 

２ 入江田沼周

辺の整備につ

いて 

入江田沼周辺は町管理部分と県管理部

分がある。歩いて周回できるようになると

思っていたが、どうなっているか。パーク

ゴルフ場はいつから利用できるか。 

３ 山田中央公

園周辺の整備

について 

山田中央公園付近の移転元を整備して、

若者が集う場として活用したいようだが、

具体的にはどう考えているか。以前、スケ

ートボードができる場をとの要望があっ

たが、町民からの提案を受ける機会をつく

って進めるのか。 

４ 企業誘致に

ついて 

企業誘致等の取り組みに対応した「チー

ム」を設置するようだ。積極的に活動して

欲しいが、そのようになるのか。受け皿と

なる土地の整備についても検討するのか。 

５ 図書館等に

ついて 

建設が始まった、山田小学校の図書スペ

ースは今風の明るい雰囲気になるようだ。

現山田中学校の図書スペースは開放的な

感じがする。その分冊数が少ないように思

う。読める本の数は限られ、読んで見たい

と思った本しか手にしないが、そこにない

ものは読めない。そこで伺う。 

新山田小学校の空教室を利活用すると

のことだったが、一室に本棚を並べてはど

うか。そして、小学校と中学校の図書スペ

ースは小学生、中学生がお互いに利用でき

るようにしてはどうか。できれば一般も利

用できるようにできないか。 

６ 船越小学校

の統合につい

て 

船越小学校の保護者会から、山田小学校

への統合の要望があり、その方向で進める

と説明があったが、少し進め方が性急のよ

うに感じる。地域説明会も開催するようだ

が、もっと時間をかけて地域住民に周知し

た上で考えるべきでは。 
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順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

９ 11番 

横田 龍寿 

１ 森林環境譲

与税の使途に

ついて 

(1) 全国の約３割の自治体が「森林整備を

促進するための人材育成・担い手の確保」

に使っているようだが、今後、山田町で

は人材育成等に投資をする考えはない

か。 

( 2 ) 町内の部分林組合はどこの地区に何

カ所あるのか、また、組合の現在の活動

状況はどうなっているのか伺う。 

２ 田の浜地区

の空き地の活

用について 

女川上流の砂防ダム周辺以外について

は今年度復旧が完了するようだが、防災緑

地公園から海側の土地の今後の活用につ

いて現状どのように計画しているのか伺

う。 

３ 消防団員活

動補助金につ

いて 

今年度をもって「消防団員活動補助金」

が廃止されるのではないかとの話がある。

事業導入の際の説明時に消防団員である

私のみならず同僚議員も皆、賛同した事業

である。来年度以降も継続して欲しいと考

えるが、いかがか。 

４ 三陸鉄道の

企画列車につ

いて 

現状の企画列車は主に個人を対象とし

ているように見える。これからはもっと企

業向けの企画を打ち出し利用促進を図る

べきではないかと考えるが、町から三鉄に

提案してみてはどうか。 

５ 国土調査事

業について 

現在の進捗状況と事業完了予定について

伺う。また事業完了に向けて人員の確保が

できているのか伺う。 

６ 新小学校建

設に係る学校

のプールにつ

いて 

町民プールとして開放する考えのよう

だが、町民プールとして活用するのであれ

ば温水プールにする方が良いと考えるが

いかがか。 

７ 第 50 回東

北総合体育大

会相撲競技に

ついて 

第50回東北総合体育大会の相撲競技が

本町での開催となるが、町では具体的にど

のように関わるのか伺う。 
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順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

10 10番 

関 清貴 

１ 施政方針に

ついて 

(1) 子育て支援に医療費の助成は大きく

寄与していると考えるが、ゼロ歳児から

１８歳までの医療費は無償と考えてよい

か。負担があるのであれば負担する額は

どのくらいか。 

 (2) 第９期介護保険事業計画の策定の年

のようであるが、地域で安心して暮らせ

るように施設等増設の計画を考えている

か。 

(3) 子ども家庭総合支援拠点事業の取り

扱う案件や複雑な事情を考えると支援を

強化することはできないか。 

(4) 「山田町民提案型まちづくり事業」等

活性化を図る事業を実施するようだが、

地域の声を聞く町づくり座談会の開催は

予定しているか。 

(5) 町道等の維持補修は町民が要望する

住環境整備に役立っていると思う。施工

箇所は町内全体でバランスを考え事業を

執行しているか。 

(6) 林道沢田線については、台風１９号等

の際に路面が掘れ、通行できない状況が

あり生活に支障を来したが、令和５年度

で完成となるか。 

(7) ナマコの放流効果、手法を検証するよ

うだが、町の特産品として期待できるよ

うな研究をするのか伺う。 

(8) 衛生強化を行う漁協の施設改修に支

援するということだが、町独自の支援も

考えているか。 

(9) 漁業後継者や新規就業者に助成を行

うということだが、新規に漁業を始める

ときに負担が大きいのが船舶の購入、養

殖施設等の購入と思われる。 

（次のページへ） 
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順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

10 10番 

関 清貴 

１ 施政方針に

ついて 

（つづき） 

高齢化等で廃業等漁業を離れる方々の

施設を購入、保管し、新規に漁業を始め

る方に安価で譲渡し、継承できるシステ

ムは考えられないか。 

(10) 畜産業の振興施策に期待をするが畜

産農家の経営安定のための具体的な支

援策を問う。 

(11) 林野率の高い本町においては、森林

資源を活用し、森林再生による町土の保

全、循環型社会への取り組みを図るため

に自伐型林業による林業振興策が考え

られないか。 

 (12) 山田北インターのフル化により工業

団地の整備、企業誘致に取り組むという

ことだが、工業団地の整備する面積をど

のくらいと考えているか。また、整備す

る経費は先行投資となると思うが、一般

財源で対応するのか。 

(13) オランダ島をキャンプ場として売り

込んでいるが、どのような売り込み方を

しているか。また、令和５年度の目標入

込数を問う。 

(14) 山田中央公園付近に若者が集う「遊

び場」の整備に向け、「都市型スポーツ等

整備推進事業」の基本計画の策定を進め

るとあるがどのような事業を考えてい

るのか伺う。 

(15) 防災における各種情報伝達について

同時配信を可能とする「一斉情報配信シ

ステム」を整備し、強化するとあるが、

震災から12年となり、情報伝達の技術は

開発されていると思う。 

（次のページへ） 
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順位 質問者 質問事項 質 問 要 旨 

10 10番 

関 清貴 

１ 施政方針に

ついて 

（つづき） 

常に防災を心がけて住民に安全安心を

提供し、震災で犠牲になった方々の教訓

を情報伝達に生かして町づくりを進め

て欲しいと思うが、強化する情報伝達の

事業について伺う。 

(16) 消防水利の令和５年度整備後の充足

率を旧町村単位で伺う。また、今後は整

備計画をどのように進めるのか伺う。 

(17) 町民プールとして開放する学校プー

ルの建設も始まるようだが、近隣市町村

にないプールを整備するのか。また、運

営方法を伺う。 

(18) 社会体育施設の改修については、施

設の長寿命化を図り、また、利用者の利

便を考慮するものと思われる。町民運動

公園の３施設の改修、修繕を検討してい

るか。 

(19) 行政事務の効率化を図るため新たな

組織を作るようだが、どのような業務に

当たり、デジタル化をどう進めるのか伺

う。 

 


